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あらためまして、皆さんこんにちは。 

九州地方整備局で企画部長を務めております。笠井と申

します。今日は、「なぜ今、政策間連携なのか」という、テ

ーマでお話をさせていただこうと思います。 

基調講演ということで、大変僭越ではありますけれども、

私は、先ほどご紹介をいただきましたとおり、主に国土交通

省の方で河川の整備や管理を担当する仕事を今までさせて

いただきました。そういうなかにあって、今日のメインテー

マであります、公共交通、ここにどう結びつくかというのは

あるのですけれども、河川あるいは道路での政策間連携に

ついて、どんなことに取り組んでいるかの事例を少しご紹

介させていただければと思います。 

まずは、河川の方で今取り組んでいる「流域治水」につい

てお話をさせていただきたいと思います。 

 

 

 

大前提ですけれども、日本は災害列島という宿命を負っ

ています。こちらは、過去 150 年ぐらいの世界での台風の

発生状況について、発生位置から消滅までの経路を世界地

図の上に落としたものです。 

太平洋で発生して日本付近を通過する台風は、過去 112

年間で、年に平均2,30個発生しています。 

一方で、大西洋で発生するハリケーンは、大体年平均10

から15個ということで、過去のデータからも日本列島がい

かに台風の経路になっており、多かったかということがこ

れで分かるかと思います。 
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それから日本の場合、地震があります。3つのプレートが

ちょうどぶつかり合うところに、日本列島は位置しており

まして、このため日本の国土面積、全世界では 0.25％とい

う割合になっていますけれども、マグニチュード 6 以上の

地震、世界で発生する地震の約 2 割が日本の周辺で発生し

ているというデータもございます。 

 

 

そういうこともあって、近年でも、日本で相次ぐ自然災害

は、もはや日常というような状況とも言えるのではないで

しょうか。 

2015年には、関東・東北において、国が管理している河

川でも決壊がありました。これによって、多くの浸水被害が

でました。2016 年には熊本地震がありました。それから、

その翌年、2017年九州北部豪雨があって熊本でも浸水被害

等も発生しております。その後も、西日本を中心に大きな被

害をもたらした西日本豪雨、それから、その次の年には、台

風19号（東日本台風）によって東日本で非常に大きな被害

が出ました。 

それから、熊本県内、球磨川水系において、令和2年7月

豪雨で非常に大きな水害があって、球磨川流域で50名の方

がお亡くなりになったという水害もありました。 

その後、一昨年、昨年と、九州も含めて日本全体で、 

水害、土砂災害、大きな地震も近年では起きているといった

状況になっています。 

 

九州で起こった水害について、少し時系列でまとめてみ

ました。先ほどの表は、2016年以降ということでしたけれ

ども、九州の管内で起こった、大きな浸水被害を伴うような

水害について、2000年代に入ってから、主なものをまとめ

ています。特に、近年たくさんの河川で浸水被害を伴うよう

な災害が発生しているということで、年代別に並べていま

すけれども、頻度が非常に増しているということもわかっ

ていただけると思います。 

そういうなかにあって、2017年の九州北部豪雨、筑後川

水系の赤谷川（朝倉市に流れている支川）、この写真を掲載

させていただきましたが、このときも、白川・緑川でも、堤

防から溢水する浸水を伴う災害も発生しています。 

その5年前、2012年には、これも九州北部豪雨というふ

うに言っていますけれども、白川の上流、北区の龍田地区な

どで、白川が氾濫をして、大浸水が起きてしまったというこ

とがございました。 
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このように、水害が起こっているなかで、白川の河川整備

の事例を、少し紹介をさせていただきます。市内を流れる白

川の中の「緑の区間」については、堤防をさらに強化をする、

かさ上げをする、その際背後地については、地域の皆さんに

も、どう使っていただくか、というようなことを考えながら

の堤防の強化、整備を進めており、もうすぐ完成になります。 

それから白川の上流には、立野ダムがあり、昭和58年に

事業に着手し、今年の 6 月に、このダムそのものの工事は

完了をしております。これによって、いざというときに、白

川に流れてくる水をここで一時的に貯留をして、下流の白

川の緑の区間も含めて、洪水の量を制御するというような

役割を持っています。 

ちなみに、この立野ダムは、穴の位置が、普段水が流れて

いる位置と同じ１番下の位置にあって、普段全く水が貯ま

っていません。洪水のときだけ、たくさん水が入ってくると

水が貯まるという仕組みになっていまして、今年の 7 月初

めに、熊本県内、雨が降りましたけれども、このときに、早

速効果を発揮して洪水を調節する機能を発現しました。 

 

こういうかたちで、日本全国で河川の整備を、ずっと進め

てきています。 

河川管理者が堤防を整備したり、河川を広げたり掘った

り、あるいはダムや遊水池をつくったりということをして

きました。昭和40年代から、全国の水害における浸水被害

が起きた面積を縦軸にとっていますが、治水対策を進めた

ことによって、浸水面積はずっと減ってきています。下の方

で底を打つ形でずっと推移をしてきましたけれども、近年、

上がる傾向があります。河川の整備は継続して進めていま

すけれども、ここが上がっているのは、気候変動によって雨

そのものの量が増えている。雨の降り方が激甚化・強靱化し

ているということで、その外力変化、外力的要因で、水害の

被害が上がってしまっていると。こういう状況に今なって

きています。 

 

温暖化によって、雨の量が増えている結果として、洪水の

激甚化・頻発化が、ここ近年、明確に起こってきてるんじゃ

ないかということですけれども、IPCCの政府間パネル5次

報告書の中にも、気候システムの温暖化による影響につい

ては、明らかになっていると言われています。気温について

は、21 世紀の末までに世界平均で、さらに 0.3 度から 4.8

度ぐらい上昇。そして、降雨は、1時間に50ミリ以上の雨

の発生回数が、現在から2倍以上に増加。50ミリというの

は、主要幹線道路の側溝が大体１時間50ミリの雨が降って

も溢れないようにつくっているんですけれども、それを超

えると、河川に流れていく前にも道路の部分で溢れる。その

発生頻度が 2 倍以上に増加するのではないかと言われてい

ます。 

 

それから、台風の発生頻度が増加し、経路も北上するとい

うことで、平成28年の台風はこれまで経験したことがなか

った、北海道に1年間で、3つの台風が上陸することもあり

ました。 
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それから短時間豪雨の発生の回数や降水量も増加をしま

す。梅雨の線状降水帯の発生頻度が増える、一度発生すると

そこで、総雨量も非常に多いということですけれども、大気

中の水蒸気量が、温暖化によって2割ぐらい増長しており、

そこに湿った風が吹き込むと、線状降水帯ができて、雨の量

が増えると言われています。 

 

その結果として、国土交通省で、降水量と洪水発生の関係

についてもシミュレーションをした結果があります。温暖

化によって、気温上昇がどのぐらいになるか、色んなシナリ

オがありますが、例えば、21世紀末に2度上昇をしたとし

た場合には、九州の北部では、雨の量が、1.1倍になると言

われています。河川の計画というのは、大きな河川では100

年に１回ぐらい降るような雨に対して、安全にそれを流す

ことができるように河川管理者で堤防の整備、貯留施設の

整備等を進めています。その100 年に1 回とは、何ミリで

すよと考えていた雨の量が 1.1 倍になるということです。

結果として、雨の量が1.1倍になると、河川に出てくる水の

量は、1.2倍になります。そして洪水発生頻度は2倍になり

ます。洪水発生頻度が 2 倍になるというのは、今まで 100

年に１回ぐらいの雨ですよというふうに思っていた雨が、

今度は50年に１回ぐらい、その量の雨が降るという意味で

す。そういうふうにして、雨の量が増え、大雨の発生頻度が

上がり、それから洪水等の発生の可能性が上がってくると、

こういうような状況になっています。 

 

そういうことを踏まえると、今まで、河川管理者で、雨の

降り方も踏まえて、将来的な目標も決め、河川、下水道、砂

防、海岸とも連携をとりながら、つまり、各管理者が主体と

なって、ハード対策を一生懸命進めてきましたが、最近の洪

水等の発生の状況、発生頻度、そして温暖化の影響を踏まえ

ると、河川管理者が主体となってやるハード対策だけでは、

とてもとても、被害を減らすということに追いついていか

ないということを、認めざるを得ない状況になっています。 

そこで、「流域治水」という概念を提唱しています。河川

管理者のみならず、都道府県、市町村、それから企業、住民

の皆さん、流域のあらゆる関係者が、連携・協働をして、洪

水から被害を減らす、あるいはそれを防ぐ、そういう対策を

とっていきましょう。そして、今までは河川管理者が、河川

区域、いわゆる河川の中で対策をしてきましたが、水が集ま

ってくる区域（集水域）、そして氾濫した場合に広がってい

く区域（氾濫域）、それらも含めた流域全体で、防災あるい

は減災のための対策を関係者みんなでとっていく。こうい

うことをぜひ進めていきたいというフェーズに入っていま

す。 
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具体的に流域治水の施策のイメージですが、今まで、河川

管理者が中心となっていた対策は、主に治水のダムをつく

ったりして水を貯めるということですね。それから、堤防を

整備したりとか、川幅を広げたりということ。それから堤防

についても、なるべく決壊しにくくするように粘り強い堤

防を造るということを河川整備でやってきました。 

それのみならず、例えば、水が集まってくる山の方、ある

いは河川に入ってくる前の町の中では、流域の関係する皆

さんにも、雨水貯留浸透施設なども整備いただく、あるいは

農業に使っているため池を、治水のために活用させていた

だく、こういうことも連携してやっていきましょう。それで

も、河川の氾濫が起きてしまったときには、その被害を最小

化、減少するための対策として、例えば、県、市、それから

企業住民の皆様にも協力をいただいて、浸水が頻発する地

域には、土地利用規制をかけて、そこには、新しい建物を建

てない方向で土地利用を誘導していく、場合によっては移

転も促進をしていく。あるいは、そこで新しく家を建てると

きには、不動産取引のときに水害リスク情報について、しっ

かり説明していただく。あるいは、溢れてしまっても、二線

堤、支川の堤防、道路も含めて、少し盛土になっているとこ

ろで、いざ河川が氾濫しても、そこから先に水が行かない機

能を保全していきましょう。被害を軽減するためにも、ほか

にも、こういうような対策をやっていくための連携をしっ

かりと強化をしていきましょうということを打ち出して、

必要な法律の改正もしました。 

河川管理者がやるべき対策については、しっかりと進め

ていきますが、流域の関係者の皆様に御協力いただく対策

については、補助制度・交付金制度についても、かさ上げを

して、より対策を取りやすくするということで、法律を改正

しています。 

 

今のお話を、河川管理者が主体の施策と、その他の施策と

いうことで括り直してみました。 

河川管理者が中心となって行ってきた河川の整備や管理

に加えて、例えば、農業関係者には、ため池などの施設につ

いて、雨が降りそうなときに、貯めている水を少し空けても

らって、そこに雨水を貯めるということをご協力していた

だけないか。 

あるいは、水田の貯留の普及拡大ということで、熊本県で

も、一生懸命取り組んでいただいていますが、いざというと

きに、最初に水田に水をためて、雨がそこから河川の方に流

れてくるまでの時間を少しでも稼ぐ、遅らせる。 

それから治山とか林業の皆さんには、森林の雨水貯留機

能、多面的機能をしっかりと発揮していただくようなこと

で、森林の保全についても、しっかりとご協力いただく。 

そして、まちづくりとの連携という意味では、先ほどご紹

介した災害危険区域を指定する、あるいは、危険リスクが高

いところについては、集団移転をしていただくようなこと

も含めて、少し中長期的にまちづくりのなかで施策を打っ

ていただきましょうとか。 

雨水貯留とかそれから雨水浸透施設の整備を、公園や学

校などにして頂いて、雨水を少しでも貯める用意をしてい

ただくこと。 

そして住民の皆さんとは、いざというときの避難行動を

いかに円滑にやるかということで、自分の避難行動につい

て、トリガーを決め、時系列で整理しておく。それをタイム

ラインと言っていますけれども、こういうものの整備も進

めていきます。 

 

実際に、令和 2 年 7 月の豪雨で非常に大きな被害を受け

た球磨川水系、人吉市などで非常に大きな浸水被害があり

ましたけれども、ここでの流域治水の検討について、少し紹
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介させていただきますと、 

 

実際の雨について、令和 2 年洪水時の球磨川の幾つかの代

表地点における降雨量観測値です。この赤が、令和 2 年の

ときの雨の量で、青がこの流域で過去に大きな被害が出た

昭和40年のときの雨の量、黄色が、その次ぐらいに大きな

被害に遭った昭和 58 年のときの雨の量なのですけれども、

見ていただくと、令和 2 年の洪水は、過去にこの流域で経

験した非常に大きな洪水を上回るような降雨量が降ってい

ました。 

 

その結果として、約1,020ヘクタール、6,110戸の浸水被

害が出ています。それから球磨川中流の山間狭隘区間に架

かった橋梁は、14橋が流失をしています。そういった被害

が出ました。 

 

これらの被害も踏まえて、温暖化後であっても 100 年に

１回ぐらい降る雨に対して安全となるよう、貯留施設を整

備したり、宅地のかさ上げをしたり、河道の掘削をしたり、

そして堤防の整備をしたりということを河川管理者として

もしっかりやっていきます。しかし、これらの対策を実施し

たとしても、令和 2 年洪水については、何とか堤防の高さ

ギリギリまでは抑えることが出来ますが、少し余裕を持っ

て安全に流すところまで持っていくことは、河川管理者の

みでは、ちょっと厳しい状況です。 

 

そこで「流域治水」ということで、流域の関係する皆さん

に、先ほどお話ししたような施策も並行して実施をしてい

ただくことを球磨川水系全体でやっていきましょうと打ち

出しています。 
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そのなかで、利水専用のダム、発電専用のダムというのが、

球磨川流域もありますけれども、これらのダムについても、

治水のために協力をいただくというような対策を一緒にや

ろうとしています。 

ダムというのは、全部で大きく 3 種類あって、立野ダム

のように洪水調節専用のダム、普段は水を貯めていないダ

ムがあります。それから、多目的ダムといって、利水容量、

発電とか上水・工水のために、水を貯めておいて、渇水とか

になったときに補給をして、安定的に水利用のために使っ

ていただくため、普段水を貯めている容量と、普段は水を貯

めずに、洪水のときだけ水を貯めるための洪水調節容量、両

方を持っている多目的ダムというのがあります。このほか

に、国交省が管理していませんが、利水専用ダムということ

で、発電とか農業用水とか、上水・工水のために、水を貯め

ておくダムがあります。 

 

洪水調整の容量を持つ多目的ダムは全国で 570 個ありま

す。利水ダムは目的が色々ありますが、全部で 900 個あり

ます。あわせて、ダムとしては、1470個です。 

 

容量で見ると、洪水調節のための容量というのは全国で

約55億トンあります。一方で、利水のための容量というの

は、全体では180億トンあって、この差分の約125億トン

というのは、専ら利水のためですから、洪水調節に使ってな

い容量です。 

 

流域治水のなかで、利水ダムとして普段水を貯めている

ダムを、いざ大雨が来そうだというときには、事前放流とい

うかたちで、容量を空けてもらって、この分を洪水調節のた

めに使わせていただく。 

多目的ダムについても、洪水調節容量の下に、普段水を貯

めている利水容量がありますが、いざ大雨が降りそうだと

いう予報が出た場合には水を放流して空けてもらって、こ

の部分の容量も洪水調節のために、貯める容量として使わ

せていただく施策展開をしています。 

特に発電事業者さんが持っている発電ダムの容量は非常

に大きい場合があるのですけれども、ご協力いただいて、順

次協定を結んでいます。 
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一方で、ちょっとごちゃごちゃ書いてますけれども、温暖

化への対応として、政府は2050年カーボンニュートラルを

打ち出しています。段階目標として、「2030年には二酸化炭

素の排出を、46.6％削減していきましょう」と打ち出してい

ます。そういうなかで水力発電というのは、再生可能エネル

ギーとして、非常に重要だと、少し書かれています。 

先ほど、治水強化のために、発電ダムで容量を空けて協力

をいただくと説明をしました。結果として、発電量は減って

しまう可能性が出てくるのですね。確実に雨が降れば、雨に

よって容量を戻せますけど、雨が降らなければ容量は戻ら

ないので、それによって発電ポテンシャルが減ってしまい

ます。一方で再生可能エネルギーをしっかりと使っていき

ましょう、そのなかで水力発電は大事ですねという議論が

出てきたことも踏まえて、 

 

ダムの運用も、治水にだけ一方的に協力してもらうのでは

なくて、逆に、発電を増やす方にも協力出来ないかというよ

うな議論を並行してやっています。 

 

こちらについて説明すると、多目的ダムの運用イメージ

ですが、上は洪水調整のための容量で、下は利水容量です。 

先ほど話した出水期では、いざ雨が降りそうだというこ

とになると事前放流していただいて協力をしますけれども、

一方で、非出水期、大体11月から5月ぐらいまでは、むし

ろダムにたくさん水を貯めて水位を高くして、発電量を増

やすことで、増電につなげることをして、治水と水力発電が

お互いウィン・ウィンになるような運用を何とか出来ない

かという取組をしています。ダムの運用における治水と水

力発電、再生エネルギーという政策の連携だというふうに

思ってもらったらいいかと思います。流域治水のなかでの

取組の派生として、こういった連携もしていこうとしてい

る状況です。 
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少し飛んでいただいて28ページですけれども、ダムにつ

いては、観光資源としてポテンシャルを持っています。関東

の宮ヶ瀬ダムのように、観光放流なんかをして、それを見に

来る観光客の皆さんがいっぱいいるということで、特に水

源地域の観光資源の少ない地域にとっては、使い方によっ

ては、観光資源にもなるのではないかと。観光資源として使

っていただくということも地域の皆さんと連携をして進め

ており、事例もたくさんあります。 

 

立野ダムについても、ダムを建設する段階から、関係する

皆さんと色んな議論を重ねて、インフラツーリズムと称し

て、 

 

運用開始後も観光資源として、どう使っていただくのか議

論をします。関連グッズの販売も、地域の皆さんでやってい

ただくことなど取り組みを進めています。 

 

残りの時間で、今度は道路関係の政策間連携の話を少し

させていただければと思います。 

道路整備そのものは、社会情勢が人口増加あるいは高度

経済成長期には、とにかく道路についてネットワークとし

ての整備をしてほしい、あるいは渋滞対策事故対策をしっ

かりとしてほしいということで、移動時間の短縮に主眼を

置いて、それに応える道路整備をしっかりしていくことが

求められていました。。 

その後、2000年代に入って、人口それから経済成長が横

ばいになっていき、少しニーズも多様化してきました。電線

類は、防災とか景観の観点から、地中化をするとか、バリア

フリーを推進してほしい、あるいは自転車の環境創出みた

いなニーズも出てきました。 

そして、最近では、人口減少と超高齢化社会の到来を迎え、

さらに、ニーズは広がってきて、道路空間はせっかくある空

間なのだから、にぎわい創出のために使いたい。シェアリン
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グサービスの展開をしたい。あるいは新たなモビリティみ

たいなものも登場してきて、それに対応する道路の使い方

といったニーズも出てきています。 

 

そういうなかにあって、歩行者利便増進道路制度という

制度をスタートしています。平仮名にして、略して「ほこみ

ち」というふうに言っています。「歩行者のための道、安心

して歩ける、楽しく過ごせる道、人がほっこりする道」とい

うことで、道路を指定して道路空間を有効に、にぎわいのあ

るものとして使っていただく制度です。 

 

これは道路法上、必要な歩道の幅員ですが、これをさらに

広げて、広げた部分を歩行者の利便性増進のために使って

いただきましょうということです。 

 

例えば神戸市では、ベンチをこういうふうに設置をして

いるとか、松山市では広げた空間でにぎわいとか、憩いの空

間ということで物販等もやっていただいたりしています。 

 

新潟では、自動車の路上のパーキングメーターを撤去し

て、駐輪場としてその空間を使っていただくと、こういうよ

うな地域の実情に応じた使い方、特に歩行者の利便性に重

点を置いた使い方を広く追求しています。 

 

海外の事例では、もっと積極的に、歩行者のための道路展
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開をしているという事例もありますので、将来的にはこう

いう展開を進めていきたいですね。 

 

それから、皆さんお聞きになったことあると思いますが、

道の駅についてです。 

道の駅は、もともとは、特にトリップ長が長い（長時間道

路を移動する）皆さんへのサービスということで、駐車場を

整備して休憩をしていただく、そのために、駐車場やトイレ

を道路管理者が設置をするということでそれに隣接をして、

民間の皆さんに、お店を出していただくことなどで、とにか

く道路を利用する方、自動車を運転する方へのサービスと

いうことでスタートしました。 

道の駅で民間の方に色んな使い方をしていただくという

ことを進めてきた結果として、そこに入っている商業施設

などを目的に、道の駅に来ていただく。道の駅自体が目的地

になってきたというのが、2013年ぐらいからの第２ステー

ジです。 

そして最近ですが、さらに道の駅について、地域の観光等

を加速する拠点ということで、地域の実情に合った、さらな

る広い使い方をしたいという話が出てきていて、第３ステ

ージと言ってますが、地域の特性に合った使い方をどんど

んしていただきましょうと。例えば、防災拠点として、道の

駅を使っていただく。あるいは、子育て支援施設を併設して、

地域センター化して使っていただくといったことを、全国

でモデルプロジェクトとして実証して、横展開していくこ

とを進めています。 

 

全国でこれだけ、道の駅の中から選定をして、防災機能を

強化し、道の駅を防災拠点として、いざ、広域的な災害があ

ったときには自衛隊とか警察、あるいは、私ども国交省が派

遣する「TEC-FORCE（テックフォース）」の活動拠点にし

ていただくといった使い方をするために、必要な改良・整備

をする。防災に重点を置いた防災道の駅というモデル事業

を重点的に始めています。 

 

こういうイメージですね。防災道の駅ということで、具体

的には、猪苗代の事例ですが、平常時のサービスに加えて防

災拠点としての機能を付加することも進めています。 
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それから、別の取組ですが、地域の子育て支援の拠点とし

て、道の駅の中に応援施設を地域でつくって、利用をしてい

ただくということもあります。この道の駅は、幹線道路から

だけではなく、生活道路からもアクセスできるようになっ

ています。地域の方に、子育て支援のための施設を併設して

使っていただくということを進めている道の駅もあります。 

 

第 3 ステージということで、さらに、色んな地域の皆さ

んのニーズを踏まえて道の駅そのものの利用目的を広げる、

その地域にとって必要な施策と連携を図って、使い方を広

げていくということをやっています。 

 

 それから、今日の主題と関連しますが交通モードをつな

ぐような交通拠点の整備を、道路と接続するところについ

ては、国交省側からもアプローチして進めている事例があ

ります。鉄道駅を中心とした交通拠点ということで、バス、

タクシー、LRTとの接続の改良をして利便性を高めている

事例。高速道路のインターチェンジと近傍の交通拠点とを

結び、アクセスをよくする整備をしている事例などがあり

ます。道の駅との連携の事例、あるいは新たなモビリティと

いうことで、シェアサイクルとかですね、カーシェアの拠点

をつなぐような交通拠点の整備を進めている事例もありま

す。 

 

隣に桜町のバスターミナルができていますが、バスター

ミナル整備ということで、 
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新宿の例では、高速バス乗り場について、色んなところに分

散していたものを、バスタ新宿に集約をすることで、利便性

を高めています。 

 

交通結節点の事業として、新宿での取組を掲載させていた

だきました。 

 

こちらは長崎ですね。これもバス停の集約を図ったり、長

崎駅からのアクセスをよくするために、ペデストリアンデ

ッキの整備もあわせて、このバスターミナルとつなぐ整備

をしている事例です。 

 

こういうことで、様々な交通モビリティ等を生かして地

域内の交通結節点をしっかりと整備し、乗り継ぎ、乗り換え、

あるいは交通モードの展開を、より円滑にできるような、機

能強化支援を行っている事例が全国にあります。 
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最後ですけれども、高速道路の高架下の利用です。高架下

は、放っておいたら、殺風景な空間で、もったいないという

ような思いを持たれている地域がたくさんあり、そこを地

域として有効に活用して、にぎわいを創出したいというこ

とで、地域の皆さんと、色んなお話をしながら、高架下の空

間を利活用いただいている事例も出てきています。 

 

コンビニが出店したりとか、トランクルームができたり、

あるいは公園にしたり、そして、駐車場にしたりといった事

例もございます。 

 

まちづくり・賑わい創出のニーズ・アイデアを踏まえて、

地域の皆さんと連携を図りながら、どういう方たちに使っ

ていただくか。選定の制度をつくって、条件が合えば、高架

下を利用いただくというようなことで今進めています。 

そろそろ時間になりましたけれども、私の方で準備をさ

せていただいた資料は以上になります。 

今日の議論の、きっかけ、ご参考になればということで、

雑駁ではございますけれども、河川・道路の連携の事例をご

紹介させていただきました。ご清聴ありがとうございまし

た。 

 


